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 （中村昭史）
Hino, M. and Tsutsumi, J. eds.：『Urban Geography 
of Post-Growth Society』Tohoku University Press．
2015年2月刊，258p.，2,500円（税別）
本書は現代日本の都市地理学を牽引する日野正
輝と堤　純の2名を共同編著者とする「ポスト成
長社会における都市地理学」について論じた研究
論文集である。現代世界を理解するうえで「都市」
は重要かつ必須のキーワードであることは論をま
たない。その一方で都市は世界の諸地域において
多様かつ複雑な相貌を呈しており，都市を正しく
モニターし，さらに体系的に理解することは容易
なことでない。19世紀に起こった産業革命はそ
れまでの都市のあり方を大きく変化させる契機と
なったが，その後も世界の都市は拡大を続けてき
た。
本書の視点は「はしがき」に示されている。北
米，南米，オーストラリアといった新大陸では移
民の急増による市街地拡大が依然として顕著なほ
か，アジアやアフリカなどの途上国の大都市にお
ける過度な人口集中に起因する市街地拡大，さら
には，安定期に入ったとされる欧米の都市におい
ても市街地の拡大は続いている。その一方で，日
本は世界に類を見ない急速な高齢化の進行，低出
生率とそれに伴う生産年齢人口の減少，産業・職
業の就業構造の変化，大都市圏への人口集中と地
方圏からの人口流出，国際化に伴う外国人の増加
などに加え，2000年代半ばをピークとして，す
でに人口減少の局面に入っており，21世紀の日
本が直面している状況は，世界のなかでも比類の
ない新しい現象である。本書は，こうした日本の
現状を踏まえ，従来のアメリカ型都市モデルでは
なく，人口減少時代を迎えた新しい都市モデル
（Post growth）の特徴を模索するものである。
本書は科学研究費・基盤研究（A）：「持続可能
な都市空間の形成に向けた都市地理学の再構築」
（2012～2015 年度，研究代表者・日野正輝）のメ
ンバーを中心に，ポスト成長社会における都市
地理学の視角について議論した研究成果である。
巻頭論文を執筆したPacioneは IGU 都市地理学コ
ミッション の重鎮であり，上記のプロジェクト
の一環として2012年11月に来日して，当該プロ
ジェクトのメンバーらとの間で議論を重ねてき
たものであり，本書の掲載論文はほぼすべてが
2013年8月に京都で開催された国際地理学会議の
都市地理学研究部会において発表されたペーパー
のなかから，本書タイトルに叶う意欲的な研究報
告を選択のうえ，上梓されたものである。
以下，各論文を通して本書の内容紹介をした
い。本書は二部構成をとり，第一部10編（章），
第二部4編の論文（章）と結論と合わせた15章か
ら構成される。第一部は，ポスト成長社会におけ
る都市の特性として，都市圏の縮小・停滞，都心
回帰といった現象に焦点があてられる。Pacione 
は第1章においてポスト成長社会の都市地理学
の課題として，縮退しつつある都市（Shrinking 
cities）が抱える諸問題と将来的見通し，および
生活の質（Quality of Life）の計測とその地域差
を可視化することの重要性を指摘している。同時
に都市地理学がそれらの課題に応えることで社会
貢献が可能であるとしている。続く9章は，東京
および京阪神大都市圏における都市圏拡大の停滞
